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令和２年度　今治市駐車場指定管理者モニタリング結果
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指定管理者自己評価 市による評価

　全体的な自己評価としては、駐車場施設設置
目的を十分に理解し、道路交通の円滑化と公衆
の利便を図り、かつ、都市機能の維持に寄与す
ることができたものと考えております。
　駐車場施設の利用者が気持ち良く利用してい
ただけたものと考えております。
　公共施設として管理運営する上で、問題発生
時の即時対応、整理整頓、確実な日常点検等に
心がけ、安心・安全・快適・便利を常に心が
け、施設利用者に喜んでいただけるように努め
ました。

　事業目的を十分に理解し、事業全般にわたり適
正な運営にあたっている。

指定管理者

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、指定管理者へのヒアリ
ング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果を取りまとめまし
た。

担当部課
(問合せ先)
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課題

使用状況 Ｂ Ｂ

事業収支 Ａ Ａ

管理運営体制 Ｂ Ｂ

管理運営業務 Ａ Ａ

指定管理者自己評価 市による評価

　通年において、駐車場自動精算機械のトラブ
ルもなく全駐車場をフル稼働させることができ
たことは、日常の管理運営業務が適切に行われ
たことに対する結果であると思われます。
　利用者数に関しては、新型コロナ感染の影響
を受け激減となった。

　各駐車場施設の駐車台数及び収入金額ともに
前年度と比較して、コロナウイルス感染拡大に
より移動自粛のため大幅に減少している。
　駐車場の需要は景気や施設周辺の交流人口に
左右されるもので、指定管理者が駐車台数や収
入金額を増加させることは困難である。
　ただし、今治港周辺の駐車場については航路
の廃止や減便、また、港周辺の更地増加に伴う
月極駐車場の増加など、駐車場経営で民間と競
合しており、定期駐車場契約者の異動について
注視していく必要があり、定期的に民間駐車場
の月極料金について調査を実施するよう要請し
ている。

　収支は適切に管理・運営いたしました。          
　収支計画にほぼ近い収支決算である。
　駐車場施設の自動精算機械など、機械導入施設
では機械の更新時期となっているが、大きな維持
修繕の発生がなかった。

　管理運営体制及び・職員研修等については適
正な対応・研修ができたものと考えておりま
す。
　職員研修等においては、名札着用や親切な言
葉遣いなどの接客マナーを研修し、駐車場利用
者から施設としての良い印象をいただけるよ
う、職員の意識向上を図りました。

　仕様書で求めた職員体制により対応しており、
適切な対応であった。
　特に管理･運営に対する苦情は少なかったが、今
後は更に職員の意識・知識の向上に努め、研修な
どを通じて更なる資質の向上を目指してもらいた
い。

　維持管理業務については、適切に業務を遂行
できたものと考えております。

　基本的に仕様書で求めた管理業務基準を含め適
切に履行できていた。また、使用者からの要求に
対しても迅速かつ適正に処理できており、今後も
適切な管理を行ってもらいたい。
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課題

使用業務 Ｂ Ｂ

その他業務 Ｂ Ｂ

指定管理者自己評価 市による評価

　使用業務については、管理・受付は苦情も見
られず問題発生はありませんでした。 　特に問題はない。

特に大きな事故もなく円滑駐車場運営ができま
した。

個人情報の取扱いについては、施錠できる書庫で場長
が管理しており適正であった。
事故や災害に即対応できるよう緊急連絡体制が整って
いる。喫煙に関しては分煙の徹底を図っており、適正な
対応が出来ている。
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課題

修繕業務 Ａ Ａ

備品管理業務 Ａ Ａ

行政財産の目
的外使用許可

手続業務

自主事業 Ａ Ａ

地域団体との
連携

Ｂ Ａ

利用者
アンケート

Ａ Ａ

指定管理者自己評価   市による評価

　修繕業務については、特に大きな修繕案件が
なく、適切に処理しました。

自動精算機械については、日常及び定期点検の
実施により故障発生もなく、駐車場使用者に不便
をかけるようなこともなく、高い評価ができるもので
ある。
機械、施設とも古くなっており、日常の適切なメン
テナンスが重要である。

備品管理業務については、適切に行えたと考え
ております。

　備品管理は適正に行われていた。
　備品を購入する場合は必要性を十分検討した
上、購入計画を立て適切な対応をしてもらいたい。

　今年は、自主事業が十分には出来なかった
が、毎年継続的に計画をして実現したい。

　施設の性質から様々な自主事業の展開は困難
ではある。
　今後の実施に期待するものである。

　商店街団体役員に駐車場運営協議会委員とし
て参画していただき、施設使用者の立場で意見
を出してもらっている。
　また、市、商店街協同組合等と連携をとり、
公営駐車場が地域活性化の一助として役立つよ
う取り組んでいる。

　施設の設置目的を理解した上で適切な対応を
している。

　使用者アンケートについては、その実施及び
内容について市と事前協議を行い実施いたしま
した。

　駐車場という目的の施設でのアンケートであるた
め、使用者の要望は限定されたものである。
　要望された内容で対応できるものは実施してお
り、適正であった。
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課題

事故・苦情 Ａ Ａ

指定管理者の
経営状態

指定管理者自己評価 市による評価

  苦情・事故等に対しては適切に対応処理を
行っています。
また、苦情が出されることのないよう、日常に
おいて使用者の立場に立った管理運営業務を心
がけております。

　日常点検や定期的な巡視により、危険箇所や修
繕箇所の把握を行い、事故や修繕の発生を防ぐこ
とができた。苦情対応には適切な対応をしてもらい
たい。
　今後も使用者の立場に立った管理運営を行って
もらいたい。

指定管理者として、経営的に支障はない。

総　合　コ　メ　ン　ト　（市）

　管理運営業務等については、適正に対応できている。
　使用料収入については前年度と比較（Ｒ１→R２）して、
　風早駐車場は、約18.75％減少（4,183,700→3,399,420）、
　駅前広場駐車場は、約54.31％減少 （4,385,100→2,003,800）、
　駅東第１は、約47,39％減少（16,593,500→8,730,500）している。
　駐車場の合計金額では、約43.83％減少 （25,162,300→14,133,720）している。
　前年度は、コロナ感染症が影響し前年比微増の収益であったが、本年度は、年間を通じてコロナ感染症の影響が大きく影響し、
　大幅な減収結果となった。
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